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1. 飛島建設のＡＩ開発の変遷1. 飛島建設のＡＩ開発の変遷
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2020 2022 2023 2024 20252020/04

ＡＩ現場監督 開始ＡＩ現場監督 開始

生コン打設管理AI 開発生コン打設管理AI 開発

特化型AI活用

ラジオ体操ＡＩ開発ラジオ体操ＡＩ開発

2022/04

不安全行動検出AI 開発 生成ＡＩ活用 開始生成ＡＩ活用 開始 AIエージェント利用拡大AIエージェント利用拡大

ＡＩ開発モデル導入・検証ＡＩ開発モデル導入・検証

2024/10

ＡＩエージェト構築ＡＩエージェト構築

ＡＩエージェント活用

2020/09

商願2019-130330

ベテラン職員のノウハウ伝承と遠隔支援を目指したＡＩ現場監督の個別ＡＩ開発から、
ＡＩエージェントへの展開



1-1. なぜＡＩエージェントの開発を進めるのか？1-1. なぜＡＩエージェントの開発を進めるのか？
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AIエージェントの実現⇒働き方改革、生産性向上

社内データ利用の効率化 システム利用の負担軽減

知識・ノウハウの伝承

ノンコア業務の代替

コア業務の効率化

市場環境

生成ＡＩの技術革新

アジャイル開発による
迅速な価値提供

飛島HD グループ

ＩＴグループ会社

建設グループ会社

建設業×IT技術建設業×IT技術

建設業のノウハウ

ＩＴ技術

ＡＩ参入障壁ＡＩ参入障壁

カスタマイズ性・拡張性に
優れたサービスの登場

AI開発プラットフォームの整備

モジュール化された
AIサービス



2. AIエージェントロードマップ2. AIエージェントロードマップ
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■若手職員が活用する
AIエージェント

本発表のスコープ



3. 若手職員が活用するAIエージェント3. 若手職員が活用するAIエージェント
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オープンイヤー
■ IPX54
■ 8時間連続稼働

HW機能
■ ノイズキャンセル
■ デュアルマイク＋骨伝導

iPhone
■LINE WORKS/Bot

利用者

システム

データ

音声認識
（Whisper）

外部

情報検索
（AI Search）

音声回答
（Polly）

質問受付
（lambda）

テキスト回答

公開情報
（Webサイト等）

回答生成
（GPT 4o）

ベクトルデータベース

自社

OR

ＡＩエージェント

iPhone
■ LINE WORKS /Bot

&

質問 回答



3-1. 開発の経緯3-1. 開発の経緯
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3月2月1月12月11月10月

安全管理エージェント開発

LINE WORKS開発

現場検証

ナレッジ整理

設計設計
開発・テスト開発・テスト 精度改善（データ追加）精度改善（データ追加）

FB収集FB収集

検索対象とするファイルの整理検索対象とするファイルの整理

開発・テスト開発・テスト

短期間（2か月程度）でアプリ開発し、現場ニーズを早期に確認

• トレーナーに口頭やメールで、安全管理について質問

• 安全法令ダイジェスト（本）で確認

• 新入社員研修（安全管理）などの電子文書を確認

現状

• （場所・時間に関わらず）
スマートフォンアプリから音声またはテキスト入力で、
システムが自動で回答

• 回答の詳細確認など、システムが参照した
資料から判断や詳細の理解

• 回答履歴より、過去の質問・回答を確認

目指す姿

２０２４年 ２０２５年



3-2. デモ動画3-2. デモ動画
クレーン作業 ヘルメット特定化学物質取扱責任者 



3-3. AIエージェントプロトタイプの検証結果3-3. AIエージェントプロトタイプの検証結果
■目的
 情報収集の利便性を向上
 トレーナーの負担を軽減
 質問における心理的安全性の確保、学習効果の向上

■検証結果（主なもの）
想定通りの課題、利用継続と効果については想定以上
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結果評価分類

音声回答の場合、６秒から１０秒程度の時間が必要応答速度機能

質問に対する回答データ不足による精度問題あり回答精度

音声の誤認識が課題イヤホン・マイク

安全管理以外の質問も多いため、データ拡充が必要質問分析データ

９割が利用継続または利用に興味あり利用継続の確認利用者

９割が情報検索の省力化の効果を期待効果の確認

 基礎的な知識の習得
 より深い内容の質問を促進

検証概要

１／２０～２／７検証期間

土木・建築 若手職員対象



 ＡＩエージェントの支援業務拡大

 ＡＩエージェントの展開:建設DXサポート事業

専門エージェント群

4. 今後について4. 今後について
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グループ各社 地域建設業

メール作文

事務作業

作業所エージェント 作業所固有の情報

情報検索エージェント
法令

社内情報

施工管理エージェント
一般業務自動化

エージェント

専門エージェントの追加・データ拡充を継続し、
マルチエージェントシステムの構築を目指す

2025年度

2026年度
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